
 
 
 

静
岡
教
区 

中
遠
支
部 

立
教
百
八
十
七
年 

三
月 

 
 
 
 
 
 

二 

二 

〇 

 

☆ 

ひ 
の 
き 

し 

ん 
 

 

天
理
時
報 

手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

日
頃
は
手
配
り
ひ
の
き
し
ん
の
上
に
お
心
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寒
暖
の
差
が
激
し
い
時
節
で
す
。
ど

う
ぞ
お
身
体
気
を
付
け
て
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
。  

 

同
じ
地
域
に
住
む
教
友
が
集
ま
り
、
清
掃
を
中
心
と
し
た
「
ひ
の
き

し
ん
」
を
お
こ
な
っ
て
、「
陽
気
ぐ
ら
し
」
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と

い
う
活
動
で
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
共
に
ひ
の
き
し
ん
に
励

み
、
街
も
心
も
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

〔
日
時
〕
三
月
二
十
九
日
（
金
）
八
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分 

〔
場
所
〕
御
前
崎
市
浜
岡
福
祉
会
館 

現
地
集
合 

〔
内
容
〕
除
草
ひ
の
き
し
ん 

〔
服
装
〕
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

〔
主
催
〕
一
組
「
よ
ろ
こ
び
の
会
」 

 
 
 
090

-

三
三
〇
四―

〇
五
五
四 

福
代
浩
一
（
名
山
分
・
一
組
） 

「
日
時
」
三
月
二
十
七
日
（
水
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

 

雨
天 

二
十
九
日
（
金
） 

「
場
所
」「
エ
コ
パ
」
十
一
駐
車
場 

花
壇 

現
地
集
合 

「
内
容
」
花
柄
摘
み
と
除
草
の
ひ
の
き
し
ん 

「
服
装
」
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

「
主
催
」
掛
川｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

八
五
五
六―

二
九
六
一
萩
田
伊
津
夫
（
和
田
岡
分
・
二
組
） 

 

【
日
時
】
三
月
十
三
日
（
水
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

【
場
所
】「
エ
コ
パ
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

花
壇 

現
地
集
合 

【
内
容
】
花
柄
摘
み
と
除
草
の
ひ
の
き
し
ん 

【
服
装
】
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

【
主
催
】
磐
田 ｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

五
一
〇
五―

〇
六
七
二 

鈴
木
孝
幸
（
山
八
分
・
五
組
） 

 

☆ 

つ  

ど 
 

い 
 

家
族
の
治
ま
り
の
思
案 

  

多
様
性
を
重
ん
じ
る
社
会
の
中
で
、
夫
婦
や
家
族
の
あ
り
方
が
変
化

す
る
現
代
社
会
で
す
。
単
身
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
お
ひ
と
り
さ
ま
と

い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ
れ
、
未
婚
率
や
離
婚
率
が
増
加
す
る
中

で
少
子
化
が
進
み
ま
す
。
さ
ら
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
考
え
方
か
ら
新

し
い
家
族
の
景
色
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

時
代
と
共
に
変
化
す
る
家
族
の
様
相
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
家
族



が
治
ま
っ
て
い
く
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
親
神
様
の
教
え

を
求
め
、
教
会
や
よ
う
ぼ
く
家
庭
な
ら
で
は
の
家
族
の
姿
を
見
つ
め
、

陽
気
ぐ
ら
し
に
向
か
う
家
族
の
治
ま
り
を
思
案
し
ま
す
。 

 

（
日
時
）
三
月
二
十
五
日
（
月
）
午
後
一
時
～
午
後
四
時
十
五
分 

（
場
所
）
お
ぢ
ば 
お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
二
棟 

陽
気
ホ
ー
ル 

（
定
員
）
三
〇
〇
名 

 
（
参
加
費
）
無
料 

（
内
容
）
講
演 

 

中
山 
慶
純
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
本
部
員
・
お
た
す
け
掛
主
任
） 

 
 
 
 

分
科
会 

１
、
「
共
依
存
」
お
世
話
す
る
側
が
お
ち
い
る
病
気 

 
 
 

依
存
症
者
の
家
族
が
お
ち
い
り
や
す
い
共
依
存
は
、
熱
心
な
お

た
す
け
人
も
要
注
意
で
す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
す
。 

 

２
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
紹
介
と
活
用
事
例 

 
 
 

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
し
て
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」
を
、
教
会
で
の
活
用
事
例
を
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。 

 

３
、
発
達
障
害
へ
の
寄
り
添
い 

 
 
 

正
し
く
理
解
し
適
切
な
対
応
を
し
て
い
け
ば
、
発
達
障
害
の
方

へ
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場
の
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
質
疑
応
答
を
し
ま
す
。 

 

４
、
う
つ
を
支
え
る 

家
族
・
お
た
す
け
の
立
場
で 

 
 
 

う
つ
状
態
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や
お
た
す
け
人
に
と
っ

て
も
辛
い
も
の
で
す
。
そ
の
悩
み
、
苦
し
み
の
理
解
を
深
め
、

参
加
者
同
士
で
分
か
ち
合
う
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

※
申
込
事
項 

 

三
月
四
日
（
月
）
ま
で
に 

 

希
望
分
科
会
名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
④
電
話
番
号 

 

申
込
方
法 

 

・E

メ
ー
ル 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

・FAX 

・
ハ
ガ
キ 

 

 

〒632-8501 

天
理
市
三
島
町
一―

一 

 

℡0743-63-2314 
 
FAX 

0743‐

六
三―

七
二
六
六 

 
E

メ
ー
ル 

 
h-sc@tenrikyo.jp  

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
事
務
局 

 

お
ふ
で
さ
き
勉
強
会 

 

《
主
催
》
お
ふ
で
さ
き
を
勉
強
す
る
会
（
代
表 

上
田
嘉
世
） 

《
趣
旨
》
教
祖
が
誰
彼
の
別
な
く
読
む
よ
う
お
勧
め
に
な
っ
た
「
お
ふ

で
さ
き
」
を
し
っ
か
り
と
心
に
治
め
、
信
仰
生
活
や
お
た

す
け
に
生
か
す 

《
講
師
》
上
田
嘉
世
先
生
（
本
部
員
） 

 

高
渕 

徹
先
生
（
小
南
部
・
法
奥
金
澤
分
教
会
前
会
長
） 

《
対
象
》
お
ふ
で
さ
き
を
心
に
治
め
た
い
と
の
意
欲
あ
る
人 

《
定
員
》
三
〇
〇
名 

《
会
場
》
お
ぢ
ば 

お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
二
棟 

陽
気
ホ
ー
ル 

《
開
催
期
間
》
立
教
百
八
十
六
年
四
月
～
立
教
百
八
十
九
年
八
月 

 

（
全
二
十
二
回
を
予
定
） 

《
開
催
日
時
》
立
教
百
八
十
七
年
（
二
月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十

一
月
）
立
教
百
八
十
八
年
（
二
月
） 

い
ず
れ
も
二
十
七
日
午
前
九
時
～
正
午 

mailto:h-sc@tenrikyo.jp


《
参
加
費
》
一
回 

五
〇
〇
円
（
受
講
毎
に
当
日
受
付
時
に
納
め
る
） 

《
内
容
》
八
時
三
十
分 

会
場
・
受
付
開
始 

 
 
 
 

九
時 

 
 
 

お
ふ
で
さ
き
講
義
（
九
十
分
） 

十
時
三
十
分 

休
憩 

十
時
四
十
分 

「
お
ふ
で
さ
き
を
布
教
に
生
か
す
」（
六
十
分
） 

十
一
時
四
十
分 

質
疑
応
答 

※
希
望
者
の
み 

《
持
物
》
お
ふ
で
さ
き
、
筆
記
具 

※
申
込
方
法 

 

受
講
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
お
申
し
込
み
、
も
し
く
は
、
メ
ー
ル

に
必
要
事
項
（
氏
名
、
直
属
、
所
属
、
電
話
番
号
）
を
明
記
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ア
ド
レ
ス
：yoshiyo444623@gmail.com

） 

 

締
切
：
申
し
込
み
の
締
切
日
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
受
付

も
可
能
で
す
。
一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
以
降
の
受
講

に
際
し
て
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
：
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
お
申
し
込
み

等
、
事
務
手
続
き
に
関
し
ま
し
て
は
、
℡0743‐

六
三―

二
二
四
三

（
布
教
部
布
教
一
課
・
永
尾
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

☆ 

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊 

  

元
日
に
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
石

川
県
能
登
地
方
で
は
、
現
在
も
厳
し
い
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
な
か
、
現
地
で
は
、
災
害

救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
の
隊
員
た
ち
が
、
被
災
者
の
心
に
寄
り
添
う
支
援

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

天
理
教
災
害
対
策
委
員
会
で
は
、「
天
理
教
災
害

救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
基
金
」
を
常
設
し
、
救
援
活

動
の
さ
ら
な
る
拡
充
の
た
め
に
運
営
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
の
「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
」
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
現
状
に
対
し
、
同
基

金
を
通
し
て
広
く
教
内
の
真
心
を
結
集
し
、
災
救

隊
の
活
動
支
援
お
よ
び
被
災
教
区
へ
の
復
興
支
援

に
活
用
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
、
同
基
金
の
上

に
お
心
寄
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

銀
行
振
込
の
場
合 

 

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
か
ら
の
振
り
込
み 

 
 

口
座
記
号
番
号
：00960-5-197968 

口
座
名
義
：
天
理
教
災
害
対
策
委
員
会 

 

・
他
金
融
機
関
か
ら
の
振
り
込
み 

 
 

銀
行
名
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

  

支
店
名
：
〇
九
九
店 

預
金
種
目
：
当
座
預
金 

 
 
 

口
座
番
号
：0197968 

口
座
名
義
：
テ
ン
リ
キ
ョ
ウ
サ
イ
ガ
イ
タ
イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ 

ご
持
参
く
だ
さ
る
場
合 

 

天
理
市
内
の
道
友
社
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
道
友
社
「
お
や
さ
と

書
店
」
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

mailto:yoshiyo444623@gmail.com


☆ 

少 

年 

会 
 

静
岡
教
区 

立
教
百
八
十
七
年 

少
年
会
総
会 

 
 
 
 
 

【
日
時
】
三
月
二
十
九
日
（
金
）
十
時
三
十
分
受
付 

【
場
所
】
静
岡
教
務
支
庁 

【
内
容
】
す
わ
り
づ
と
め
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
を
全
員
総
立
ち
に
て 

 
 
 
 

総
会
式
典 

 
 
 
 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
修
了
生
表
彰 

昼
食 

 
 
 
 

大
抽
選
会 

 
 
 
 

十
四
時
頃 

解
散 

 
 
 
 

対
象
：
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
三
年
生 

 
 
 
 

持
物
：
お
つ
と
め
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
方
は
、
ハ
ッ
ピ
、

白
足
袋
持
参
。
他
は
特
に
な
し
。 

 
 
 
 

参
加
費
：
無
料 

※
問
合
せ 

090-

三
三
〇
四―

〇
五
五
四 

福
代
浩
一
（
名
山
分
・
一
組
） 

 
080-

四
九
二
七―

一
三
四
二 

埋
田
元
徳
（
掛
川
分
・
二
組
） 

 

☆ 

学 

生 

会 
 

立
教
百
八
十
七
年 

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り 

開
催
要
項 

 

『
趣 

 

旨
』
道
に
つ
な
が
る
学
生
が
お
ぢ
ば
に
帰
り
集
い
、
親
神
様
・

教
祖
に
日
頃
の
感
謝
を
申
し
上
げ
笑
顔
が
広
が
る
姿
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
真
柱
様
か
ら
頂
戴
す
る
お

言
葉
を
心
に
治
め
、
日
々
の
生
活
を
送
る
上
で
の
指
針

と
す
る
。
さ
ら
に
、
仲
間
と
共
に
心
明
る
く
、
次
代
を
担

う
よ
う
ぼ
く
へ
と
成
人
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
場
と
す

る
。 

『
ス
ロ
ー
ガ
ン

』
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ 

『
期 

 

日
』
三
月
二
十
八
日
（
木
） 

『
内 

 

容
』
☆
式
典 

午
前
十
時 

本
部
中
庭 

「
真
柱
様
お
言
葉
」 

 
 
 
 
 
 

☆
直
属
ア
ワ
ー 

式
典
後
よ
り
午
後
三
時
ま
で 

 
 
 
 
 
 

☆
別
席
（
希
望
者
） 

 
 
 
 
 

 

☆
前
日
行
事 

二
十
七
日
午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま

で
「
前
日
行
事
」
を
設
け
ま
す
。 

『
参
加
対
象
』
高
校
生
（
新
一
年
生
を
含
む
）、
大
学
生
、
短
期
大
学
生
、

専
門
学
校
生
、
大
学
院
生
な
ど 

『
主 

催
』
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 

天
理
教
学
生
担
当
委
員
会 

※
問
合
せ 

お
や
さ
と
や
か
た
真
南
棟
三
階 

 
 
 

℡0743‐

六
三―

一
五
一
一
内
線
五
八
二
〇
（
天
理
教
学
生
会
） 

 
 
 

℡0743‐

六
三―

二
四
八
九 

 

（
天
理
教
学
生
担
当
委
員
会
） 

中
遠
支
部
担
当
者 

永
井
善
郎 
℡0

5
3
8
‐

二
三―

二
七
六
三
（
山
名
路
分
・
三
組
） 

中
村
浩
之 

℡0
5
3
8
‐

六
六―

四
五
八
一
（
愛
塚
分
・
六
組
） 


